
URAが副学長に任命
された(2013～2015)
ことが学内における
URAの認知度向上に
大きく寄与した

副学⻑や
副理事
のクラス

リサ
ーチ・

アドミニストレーター

（概
ね

助
教
相
当

）

チーフ
・

リサ
ーチ・

アドミニストレーター

（概
ね講
師相
当）

リサ
ー

チ・

マネ
ー

ジャ
ー

（概
ね
准

教
授
相
当

）

シニア・

リサ
ー

チ・

マネー
ジャ

ー

（概
ね

教
授
相
当

）

博⼠課程修了者

⾃営業者

学内事務職員

⺠間企業管理職

⺠間企業経営層

退職教授

他⼤学URA

シンクタンク管理職

研究資⾦配分機関経験者
海外⼤学URA

他部局URA

他⼤学URA
海外⼤学URA

特徴：URAの入口の多様性

l 業務の視点を大阪大学の価値観に
閉じないようにするため

l アイデアの引き出しを増やすため

研究⼤学コンソーシアムシンポジウム（2017年12⽉6⽇）⼤阪⼤学 ⼋⽊理事発表資料より

事例：大阪大学における本部URAのキャリアパス
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URAの呼称 適⽤対象者

シニア・リサーチ・
マネージャー

URAとして、職務内容に係る極めて⾼度な専⾨的知識及び優
れた業務経験を有し、それをもって職務を遂⾏するとともに、
ＵＲＡを統括し、また育成を担当する者

リサーチ・
マネージャー

URAとして、職務内容に係る特に⾼度な専⾨的知識⼜は業務
経験を有し、それをもって職務を遂⾏するとともに、シニ
ア・リサーチ・マネージャーを補佐する者

チーフ・リサーチ・
アドミニストレーター

URAとして、職務内容に係る⾼度な専⾨的知識⼜は業務経験
を有し、それをもって職務を遂⾏する者

リサーチ・
アドミニストレーター

URAとして、職務内容に係る専⾨的知識⼜は業務経験を有し、
それをもって職務を遂⾏する者



理事
副学⻑

副理事
理事補

主任専⾨
業務職員

キャリアアップのための制度設計
■URA職階整備 ４階級の職階（⾸席- 上席- 主任- 専⾨業務職員）

■勤務評定制度の確⽴（2015）
■雇⽤任期10年延⻑（2013）

海外URA関連シンポジウム派遣
国内海外の各種研修派遣
先駆的URA組織を持つ海外⼤学での⻑期研修

■豊富な研修機会■専⾨領域業務のOJT

■京⼤URA能⼒開発プログラム受講

■無期雇⽤化制度の確⽴（2017）

専⾨
業務職員

URA

URA

URA

URA

URA

URA

■無期雇⽤化の実施（2018）
⾸席専⾨
業務職員
（教授・部⻑級）

上席専⾨
業務職員
（准教授・課⻑級）

京⼤独⾃のURAカリキュラムを作成・実施

ス

キ

ル

ア

%

プURA

⼈材
循環

事例：京都大学におけるURAのキャリアパス

京都⼤学学術研究⽀援室（KURA）ホームページより https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/results/list/re24/220519 M.Takahashi 2022 45



事例：奈良先端科学技術大学院大学におけるURAのキャリアパス

奈良先端科学技術⼤学院⼤学国際シンポジウム「世界にみる⼤学強化のための研究推進体制と戦略」（2018年2⽉6⽇）における
飯⽥元研究推進機構研究推進部⾨⻑の講演「奈良先端⼤における研究⼒強化の取組とURAの活⽤」より220519 M.Takahashi 2022 46



URAスキル認定制度について
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⽂部科学省平成23年度概算要求（平成22（2010）年8⽉）

H23
|
H25

H23
|
H28

R1〜
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URAスキル認定制度に関する国の政策
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「リサーチ・アドミニストレーターの質保証に資する認定制度の導⼊に向けた論点整理」
（!"#年$⽉）

!" URAを巡る現状・課題
#"質保証の意義

質保証の取り組みのひとつとしての認定制度
$"認定制度

検討の視点 • 認定を付与するURAの位置付け
• URAが果たす役割の多様性や認定の公正性・公平性
• 認定対象者，申請要件，認定基準，審査⽅法
• 認定の対象範囲，業務とレベル 等

⽂部科学省令和元年度科学技術⼈材養成等委託事業
「リサーチ・アドミニストレーターに係る質保証制度の構築に向けた調査研究」

• URA⼈材の定義と認定URA，認定専⾨URAの⼈材像
• 制度の概要と審査書類の検討と⼀部試⾏
• 研修プログラムの検討と⼀部試⾏

⽂部科学省令和２年度科学技術⼈材養成等委託事業
「リサーチ・アドミニストレーターの認定制度の実施に向けた調査・検証」

• R1年度事業で検討した認定スキーム（研修プログラムと審査）に基づく試⾏

R1年度事業
と呼ぶ

R2年度事業
と呼ぶ

⽂部科学省令和3年度科学技術⼈材育成費補助⾦ (R3~R5：3年間の補助事業）
「リサーチ・アドミニストレーター等のマネジメント⼈材に係る質保証制度の実施」
• 研修と認定の⼀部本格実施と課題の検討（特にAdvancedレベルの研修）

R3年度事業
と呼ぶ

受託機関：
⾦沢⼤学

受託機関：
⾦沢⼤学

実施機関：
RA協議会

URAの質保証に資する認定制度に関する⽂部科学省の調査や検討等

スキル標準（東京⼤学H26年3⽉）
を⼟台として検討すべき
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社員総会
機構事業報告・決算の決定

機構⻑
機構事業計画・予算の決定

事業運営会議
認定事業に関する

重要事項の審議・決定

（4団体）
• 医療系産学連携ネットワーク協議会(med U-net)
• ⼀般社団法⼈ ⼤学技術移転協議会(UNITT)
• 多能⼯型研究⽀援⼈材育成コンソーシアム(多能⼯)
• ⼀般社団法⼈ ﾘｻｰﾁ・ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ協議会(RA協議会)

（2団体）
・学術研究懇談会(RU11)
・研究⼤学コンソーシアム(RUC)

（調整予定） （1団体）
・国⽴研究開発法⼈ 科学技術振興機構(JST)

機構⻑：⼭本 進⼀
（豊橋技術科学⼤学 理事・副学⻑）

2022.1.25設⽴

2022.3.1時点

団体正会員
個⼈正会員

社員 【団体正会員】

【個⼈正会員】
【協⼒団体（仮称）】

【関係団体（仮称）】

URAスキル認定機構

⼤学等に属するURA等の研究マネジメント⼈材に
係る質保証の取組みを通じて，我が国の⼤学等の
研究戦略の⽴案，研究推進の⽀援から経営全般に
⾄る研究環境の充実とイノベーションの創出に寄
与すること

（1）認定の申請要件となる研修の実施とそれに関連する業務
（2）認定に必要な審査の実施とそれに関連する業務
（3）認定及び認定証の発⾏とそれに関連する業務
（4）URAスキル認定制度の普及・定着に関連する業務
（5）URAスキル認定制度の評価とそれに関連する業務
（6）その他，当法⼈の⽬的を達成するために必要な業務

⽬ 的 事 業

12

各団体の代表者は未定

⼀般社団法⼈リサーチ・アドミニストレータースキル認定機構（URAスキル認定機構）
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認定委員会研修委員会

• 認定URAの審査実施
• 認定専⾨URAの審査実施

• 確認テストの内容・レベル
確認，調整

・受講料，認定審査料の決定
・研修，審査実施の承認
・認定の最終承認

• 認定可否案の統合
• 審査委員会間のレベル調整
• 審査実施要項の策定・更新
• 審査の⼿引きの策定・更新
• 審査員の選任と育成

• 研修内容の確認
• 研修内容の更新（講師選任
を含む）
• 研修実施要項の策定・更新
• 試験委員会委員の選任

⾃⼰点検・評価委員会

審査委員会試験委員会

• 各種会議開催⽀援
• 受講受付窓⼝業務
• 審査受付窓⼝業務
• 研修実施関連業務

• 審査実施関連業務
• 受講・認定履歴管理
• 認定証発⾏⼿続き
• 不服申し⽴て窓⼝

事務局（RA協議会 〜2024/3/31）

⼀般社団法⼈リサーチ・アドミニストレータースキル認定機構運営体制

事業運営会議
社員総会
・事業報告
・決算の決定 認定事業に関する

重要事項の審議・決定

機構⻑
（代表理事）

2022.3.1現在 13

不服審査委員会

外部評価委員会

⼀般社団法⼈リサーチ・アドミニストレータースキル認定機構
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URAスキル認定制度について

必要な研修の受講と業務経験あるいは
実績に関する審査に基づき，レベルご
とにURAに必要とされるスキルの質保
証を⾏う制度

URAスキル認定機構が⾏う
URAスキル認定制度

⽂部科学省の政策の⼀環として構築された認定制度

制度を運営するために
URAスキル認定機構を設⽴

URAスキル認定機構定款から抜粋
出典：https://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/ura/

出典：https://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/ura/detail/1409052.htm
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